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第３回スポーツ健康医学懇談会

日 時 平 成 ３ 隼１０月１２日 （土） １３：３０～

場 所 東 京女 子医 科大学 購床 講堂１

開 会 の辞 会長 重 田帝 子 （放射線 科）

座長 申沢速相 （泌尿器科）

１．
ウ イ ン ド サ ー フ ィ ン に よ る 腎 損 傷 の 工 例

（リ ウマ チ痛 風セ ンタ ー） 若 林敏 行・ 丼上 和彦

２
． 鼻 骨 骨 折 と ス ポ ー ツ

（耳 鼻咽喉 科） 長田 恵子 ・黒 因令 子・ 高山 幹子・ 石 井哲夫

３． ス 消一 ツ医 科学 的に みた 山梨 県下 の児 童，
生 徒の 生活 実態 ほ関 する 統計 的考 察

（リ ウマ チ痛 風セ ンタ ー） 藤原 篤 ・井 上和彦

座 長 山口美 沙 子 （呼吸器 セ ンター 内科）

４
．

Ｐａｐω ｏｖｅｓｉ㎝ｌａｒ１ｉｇｈｔ ｅｒ 岬ｔｉｏｎ の ３ 例

（第 二病 院皮 膚科） 斎藤 直子 ・粟 村理 恵・ 高橋佳 代 子・石 崎純 子

５．
慢性 閉塞 性肺 疾患 にお ける 運動 負荷 時の 酸素吸 入効 果

（呼 吸器セ ンタ ー内 科） 山口 美沙 子・ 吉村 章子・

朝戸裕 子 ・田窪 敏夫 ・吉 野克 樹・ 金野 公郎

６． Ｂｒ㏄ｅ ｐｒｏｔ㏄ｏ１ 完 走 者 に お け る 酸 素 摂 取 量 フ ァ ー ス ト ピ ー ク 値 の 検 討

（第 二病 院小 児科） 多困 羅勝 義・ 片海 優子 ・河 野宏 子・ 若杉訓 世 ・村田 光範

座長 馬渕原吾 （第二外科）

７． 男 女 に お け る 筋 エ ネ ル ギ ー 代 謝 と 加 齢 ・ 脂 質 代 謝 ・ 血 管 内 皮 機 能 と の 相 関 に つ い て

（産 婦人 科，
串母子 総合 医療セ ンタ ー） 材井 加奈 枝・ 井口 登美 子・

角 田 新 一 ・ 塩 田 真 理 ・ 申 林 正 雄ホ・ 武 田 佳 彦

８
． 甲状 腺機能 充 進症 患児の 運動 能

（第 二病 院小 児科） 河 野宏子 ・片 海優 子・

若 杉 訓 世 ・ 原 美 鈴 ・ 多 田 羅 勝 義 ・ 村 田 光 範

９． ス キ ー 障 害 の 実 情 と 対 策

（大 和 病 院 整 形 外 科，
ホリ ウ マ チ 痛 風 セ ン タ ー） 藤 原 稔 泰 ・ 中 村 潤 一 郎‡・ 別 所 勇 香＃

事務 局挨 拶

関会 の辞

１．
ウ イ ン ド サ ー フ ィ ン に よ る 腎 損 傷 の １ 例

（リウ マチ 痛風 セ ンター）

若 林敏 行・ 丼上 和彦

〔はじめ に〕腎損傷 は背 部， 腰部 への 鈍的 外カ によっ

て 発 生 す るカミ， 胸 部 外 傷， 墜 落 事 故 な ど で も 認 め ら れ

る． 以 前 は ス が 一 ツ に よ る 腎 損 傷 は ま れ で あ っ た が，

サ ッ カ ー， ラ グ ビ ー， ア メ リ カ ン フ ッ ト 添 一 ル と い っ

た 激 し い 格 闘 技 的 要 素 を も つ ス 添 一 ツカ§盛 ん に 菅 り，

ま だ さ ま ざ 塞 な 年 齢 層 の 人 々カミス ポ ー ツ を 楽 しむ よ う

に な る に つ れ て， 報 告 さ れ る ス ポ ー ツ に よ る 腎 損 傷 も

年 々 増 え 続 け て い る．

〔原因〕 表 は東邦 大学 での 腎外 傷３６例の 原因 のま と

め で あ る． 交 通 事 故 に よ る も のカミ１／３を 占 め 最 多 で あ

る． ス ポ ー ツ に よ る も の は 約１７％ で あ っ だ．

〔症 状〕 肉 眼 的 血 尿９５．０路， 腰 背 部 痛７０．５％， 腫 瘤

６．８％．殆 どの 症例 で腰 背部 打撲 後の 血尿 を主 訴に受 診
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第４回スポーツ健康医学懇談会

日 時 平 成 ４ 年 ３ 月２８冒 （土） １３：３０～

場 所 東京 女子 医科 大学 臨床 講 堂２

開 会の 辞 会 長 重困 帝子 （放射 線科）

座長 河野 敦 （放射線科）

１． アキ レス 腱断裂 に対 する 皮下 縫合 術の 経験

（整 形 外科） 宮 有作 ・伊 藤達雄 ・町 田晴 子・ 三宅 俊和 ・細 見 睦

２． ス ポ ー ツ 選 手 に み ら れ る 房 室 弁 逆 流 に つ い て

（成 人 医 学 セ ン タ ー） 小 笠 原 定 雄 ・ 小 堀 悦 拳 ・ 永 困 ま こ と ・

醤 マ チ 子 ・ 窪 倉 武 雄 ・ 木 全 心 一 ・ 佐 々 木 功 一

座長 小口 茂樹 （整 形外 科）

３
．

塩沢 町ス キー 診療 所開 設の経 緯 と現状

（膠 原病リ ウマ チ痛 風セ ンター 整 形外科） 橋 本俊 彦・若 林 敏行 ・犬迷 孝昭 ・丼 上和 彦

（ゆき ぐに大 和 総合病 院整 形外 科） 藤原 稔泰 ・別所 勇香 ・丸 山晴 久

（東京 女子 医大 整形 外科） 三宅 俊和 ・伊 藤達 雄

○スキ ー診 療所 の実習 を 終支て

（東 京女 子医 大４ 年） 武 囲斉 子

ゑ． オ リ ン ピ ッ ク ドク タ ー の 活 動 一 ア ル ベ ー ル ビ ル 冬 季 オ リ ン ピ ッ ク を 申 心 に 一

（関東労 災病 院ス 恭一 ツ整 形外 科） 入 江一 憲

教育 講演 座 長 井上和 彦 （膠 原病リ ウマ チ痛 風セ ンタ ー）

「スポ ーツ 外傷 につ いて」 横 浜労 災病 院整 形外 科部 長 露渕 健一

座長 植 顕太郎 （第三 内科）

５． 閉 塞性 換気 障害 にお ける 運動時 の換 気代 償機 能に 関す る検 討

（呼吸 器セ ンタ ー内 科） 山口美 沙子 ・片 桐佐 和子 ・

北 山 和 貴 ・ 井 澤 裕 ・ 鏑 木 孝 之 ・ 吉 村 章 子 ・

若丼 安理 ・田 窪敏 夫・ 吉野克 樹・ 金野 公郎

６． ラ グ ビーチ ーム のス 添一 ツ医 学的 管理一 東京 女子 医大 チーム の 役割一

（１凍 京 女 子 医 大 膠 原 病 リ ウ マ チ 痛 風 セ ン タ ー 整 形 外 科，
２〕リ ハ ビリ テ ー シ ョ ン 部，

３）栄 養 課，
４）駒 沢 犬 学 体 育 学 部） 着 林 敏 行亘，・ 別 所 勇 香王）・

凶 ノ 内 聖 一２）・ 井 上 莉 彦１）・ 羽 田 薮 子３〕・ 内 山 雅 博４〕

座 長 當 松 昌彦 （第二 病 院内科ＩＩ）

７． 運動 負荷心 電図 を用 いた 運動 部員 の心臓 検 診につ いて

（第 二病 院小児 科） 浅井 利夫 ・伊 藤 けい子 ・李 慶 英・

数 間 紀 夫 ・ 橋 本 景 子 ・ 凶 崎 香 ・ 松 泳 保 ・ 村 田 光 範

８． 高 校 生 に お げる 運 動 歴 に つ い て

（第二 病院 小児 科） 山崎 香・ 浅井利 夫 ・村 田光範

閉 会の 辞 井口 登美 子 （産婦人 科）

１
．

アキ レス腱 断裂 に対 する皮 下縫 合術 の経 験

（整 形外 科） 宮 有 作・ 伊藤 達雄 ・

町 田晴 子・三 宅 俊和・ 細見 睦

ス 深一 ツ外傷 の 申でも アキ レス 腱断 裂は し ぱし ぱ見

ら れ， そ の治療 法 の中 でも， 我女 は経 皮的 縫合 術を 積

極 的 に 施 行 して い る．
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い て 述 べ た．

第５回スポーツ健康医学懇談会

日 時

場 所

乎 成 ５ 年 ７ 月１０日 （土） １３：３０～

東 京女 子医科 大学 臨 床講 堂２

開会の 辞 会 長 重田 帝子 （放 射線 科）

座長 原 信行 （神経精神科）

１． テ レメ ト リ ー 方 式 に よ る 酸 素 摂 取 量 測 定 の 意 義 と 臨 床 応 用 に つ い て

（青山 病院 循環 器 内科 臨床ス 恭 一ツ 医学 科，
非臨床 検査 科）

安 達 由 美 子 ・ 小 堀 悦 孝 ・ 西 川 和 子 ・ 小 沢 典 行 ・ 安 田 かカｓり ・

永 田 ま こ と ・ 小 笠 原 定 雄 ・ 木 全 心 一 ・ 田 嶋 明 彦鶉・ 佐 藤 功 Ｊ

２． 水 泳 選 手 に 見 ら れ る ス ポ ー ツ 心 臓 に つ い て 一 第 １ 報 ： 心 エ コ ー 図 所 見 を 申 心 に 一

（第 二 病院小 児 科） 橋 本景 子・ 浅井利 夫・ 村 田光範

座長 小堀悦孝 （青山病院）

３．
ベ ビー ス イ ミ ン グ の 現 状 に つ い て

（第 二病 院小 児科） 山 崎 香 ・松 永 保・ 浅井利 夫 ・村日ヨ光範

４． １９９２～１９９３の 塩 沢 町 ス キ ー 診 療 所 の 活 動 報 告

（１凍 京女 子医 大 膠原 病リ ウマ チ痛風 セ ンター，
２伺 青山 病院 整 形外科，

３牝 里 大 学 医 学 部 整 形 外 科） 細 谷 知 花１〕・ 井 上 和 彦童）・ 斉 藤 聖 コ〕・

入 江 一 憲２，・ 米 本 光 一）・ 若 林 敏 行’〕・ 豊 田 敬）・ 八 巻 冬 彦３）

教 育講 演 座 長 入江 一憲 （膠 原病 リウマ チ 痛風セ ンタ ー）

「選手 強化 とス ポー ツ医 学： 高所 トレー ニ ング を申心 と して」

東京 大学 教養 学部 保健体 育 科助教 授， 日本 体育 協会ス ポー ツ診 療所 所長

川原 貴

座長 浅丼利夫 （第二病院小児科）

５． 当 院 に お け る 社 会 人 ラ グ ビ ー 部 へ の か か わ り に つ い て の 報 告

一 筋カ 測定 等を 通 して一 （膠 原病 リウ マチ 痛風セ ンタ ー） 山ノ 内聖 一・ 市川 博一 ・

市 川 琢 美 ・ 佐 藤 清 美 ・ 小 柴 理 奈 ・ 井 上 和 彦 ・ 岩 本 卓 水

６． ラ グ ビー選 手に 発生 しだ胸 郭 出口症 候群 の１ 例

（王）青 山 病 院 整 形 外 科，
２）膠 原 病 リ ウ マ チ 痛 風 セ ンタ ー）

石 井 重 雄１〕・ 丼 上 和 彦２；・ 入 江 一 憲１〕・ 斉 藤 聖 二２）・

米 本 光 一〕・ 佐 藤 晋 介２）・ 西 困 光２；・ 今 井 千 恵 里２〕

座長 坂木佳寿美 （衛生学公衆衛生学）

７． 太 極拳 の呼 吸生 理学 的検討

（第 一内 科） 山口 美沙 子・高 蘭 蘭・ 竹富 孝子 ・片 桐佐和 子 ・

北 山和 貴・ 吉村 章子 ・吉 野克 樹・ 金野 公郎

８． 甲 状腺 機能 充進症 患児 の運 動能 一肺 機能 に与 吏る 影響に つ いて一

（ｉ凍 京 女子 医大第 二病 院小 堀科，
２〕徳 島犬学 医学 部小 児科） 若杉 訓世１）・

大 塚 宏 子’〕・ 池 谷 優 子１〕・ 原 美 鈴’）・ 多 園 羅 勝 義２）・ 村 田 光 範１〕

９． 東 京女子 医 科大学 膠 原病リ ウマ チ痛 風セ ンター ス ポーツ 医学 外来 １年 間の 傷病傾 向

一 ７８６ 一
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閉会 の辞

（１）青 山 病 院
，

２〕膠 原 病 リ ウ マ チ 痛 風 セ ン タ ー） 入 江 一 憲１）
， 井 上 和 彦２〕

丼 上和 彦 （膠原 病リ ウマ チ痛風 セ ンター）

一
．

テ レメ トリー 方式 による 酸素 摂取 量測 定の 意義

と 臨床 応用 につ いて

（青山 病院 循環 器 内科 臨床 ス ポーツ 医学 科）

安 達 由 美 子 ・ 小 堀 悦 孝 ・

西 川 和 子 ・ 小 沢 典 行 ・ 安 田 かカミり ・

永 田 ま こ と ・ 小 笠 原 定 雅 ・ 木 全 心 一

（同 購床 検査 科） 田嶋 明彦・ 佐 藤功一

〔目的〕 有 酸素 性能カ 淡必 要 とさ れるス ポー ツ種 目

で は， い か に 多 く の 酸 素 を 摂 取 し て パ ワ ー を 発 揮 す る

かカミ， 競 技 カ の 重 要 な 決 定 因 子 と な る． こ の 酸 素 摂 取

量（ＶＯ。） は， 従 来 は ダ グ ラ ス バ ッ グ 法， 心 拍 数 に よ る

推定 法な どによ って 測定 され てお り， 測定 装置 の限 界

から 屋外 で行う 運動 時の 測定 は困 難 であっ た． 近年，

テ レ メ ト リ ー方 式 に よ る 小 型 酸 素 摂 取 量 測 定 装 置

Ｋ２ （ＫＯＳＭＥＤ 社 製） が 開 発 さ れ た の で， こ の 新 し い

装 置 の 信 頼 性 を検 討 し 臨床 応 用 に つ いて 考 察 を加 え

だ
．

〔方法〕① 人工 肺 を用い 換気 量（ＶＥ）， Ｖ０・を測 定 し

Ｋ２に よる 測定 値と 比較， ②健 常男 子５ 名（平 増年 齢３０

歳） を 対象 として 自転 車エ ル ゴメー ター によ る多 段階

漸 増 負 荷 時 の ＶＥ と ＶＯ。を Ｋ２と ダ グ ラ ス バ ッ グ 法 と

の 間 で 比 較， ③ 臨 床 応 用 と し て 歩 行 時， 歩 行 時 の ＶＯ・

測 定， ア メ リ カ ス ポ ー ツ 医 学 協 会 の 予 測 値 と の 比 較，

お よ び 走 行 ス ピ ー ド と ＶＯ。の 関 係 を 比 較， ④ 心 臓 カ

テ ー テ ル 検 査 に お い て， ＶＯ・測 定 に よ る Ｆｉｃ没 法 で 心

拍出 量測 定を 行っ た．

〔結 果〕Ｋ２によ る測 定値 は人 工肺 で測 定した ＶＥ（ｒ＝

０．９９）， Ｖ０。（ド ０．９９）， ダ グ ラ ス バ ッ グ に よ る 運 動 時

の ＶＥ （ド ０．９９）， ＶＯ。 （ｒ二〇．９６） と は 良 好 な 相 関 を

示 し た が， 速 い 速 度 で のｊＯｇ１ｎｇ で の 酸 素 摂 取 量 測 定 に

は若干 の補 正の 必要 性も 示唆 さ れた． また 歩行 およ び

歩 行 時 の ＶＯ。測 定 で は， Ｋ２の 値 と， ア メ リ カ ス ポ ー ツ

医 学 協 会 の 予 測 値 と を 比 較，ｒ＝Ｏ．９１の 良 好 な 相 関 を 示

し た． Ｋ２に よ り 測 定 し だ 亙ｉｃｋ 法 で の 心 拍 出 量 と 熱 希

釈 法 で の 値 は 平 均４．９９と５．０３で あ っ た
．

〔総括〕 Ｋ２測 定は信 頼 に足る もの で， 日常 生活 活動

や 運 動 時の エ ネ ル ギー 消費 量 測 定 に 有 用 な 方 法 で あ

る． 今 後箏 ス ポ ー ツ 医 学， 臨 床 医 学 領 域 で 応 用 が 可 能

で あ る
．

２
．

水泳選 手に 見ら れる スポ ーツ 心臓 につ いて

（第二病院小児科）

橋本景 子 ・浅丼 利夫 ・村 田光 範

〔目 的〕 水泳 を愛 好して いる 子 どもの 循環 動態 の特

徴 を 捕 え る 一 貫 と し て， 水 泳 を 愛 好 し て い る 子 ど も を

対 象に 心エコ ー検 査 を実施 し， 水泳 によ って 形成 され

るス ポー ツ 心臓の 特徴 を検 討 したの で報 告 した．

〔対象 およ び方 法〕 対象 は水 泳歴 ５年 以上 で最 長１３

年 間， 週 ５ ～ ６ 回 練 習 し て い る 女 子１２名５ 男 子 ６ 名 の

計１８名 で あ る． 種 目 は 全 例 競 泳 で あ っ た
． 対 象 の 平 均

隼 齢 は１４歳 五 カ 月 （１２歳 ２ ヵ 月 ～五６歳）， 平 均 体 重 は

５２．９ （４４
．
７ ～ ６１

．
１） ｋｇ，

平 均 身 長 は １６０
．
９ （１５３

，
１ ～

１６８
．
７）ｃ㎜，

平 均 体 表 面 積 は １．５４（１
．
４ ～１

．
６８） ｍ

２で あ っ

た
．

方 法 は 心 エ コ ー 図 は 東 芝 ＳＳＨ６５Ａ を 用 い，２．５Ｍ Ｈｚ

の 探 触 子 を 用 い て 記 録 し た
．

検討 した 心エ コー 図検 査の 項目 は左 心室 拡張 末期 内

径， 左 心室 収縮 末期 内径， 駆 出時 間， 心室 中隔厚， 左

心 室後 壁厚， 左 心室 拡張 末期容 積， 左 心室収 縮末 期容

積， １ 回拍 出量， 心拍 出量 正常 比， 駆 出率， 左心 室平

均 円周 短縮速 度， 左心 室短 径 短縮率， 左 心室 心筋重 量，

左 心室 心筋 重量 正常比 の１４項目 を計 測 し， 正 常値 と比

較 し た．

〔結 果〕 検 討 した心 エコ ー図 所見１４項 目の 内， 左 心

室拡 張末 期 内径， 心室 申隔 厚， 左心 室拡 張末 期容積，

１ 回拍出 量， 左心 室平 均円周 短 縮速 度， 左心室 短径 短

縮率， 左 心室 心筋 重量， 左 心室 心筋 重量正 常比 な どカ§

正 常 値 よ り 高 い 値 を 示 し て い た
．

〔考 案〕 ス ポ ー ツ 心 臓 は ス ポ ー ツ の 種 類， 運 動 量，

頻度， 継 続期 間な どによ りス 添一 ツ に適応 した 心臓 が

形 成 さ れ る こ とカミ知 ら れ て い る． こ れ ま で の ス 斌 一 ツ

心臓 の 所 見 は 陸上 ス ボ ーツ 種 目 の 知 見 が 申 心 で あ っ

た． 水泳 では等 尺性 運動 は等 張性 運動 の申 間的ス ポ ー

ツ 心 臓 カ 彬 成 さ れ て い る と い う 報 告カミあ る． 今 回 の 演

者 らの 成績 で は等張 性運 動に 類似 したス 栄 一ツ心 臓カミ

形 成 さ れ て い た．

３． ベ ビ ー ス イ ミ ン グ の 現 状 に つ い て 一 ア ン ケ ー ト

調 査成 績を 中心 に一

（第二 病院 小児 科） 山 崎 香・

松 永 保・ 浅丼 利夫 ・村 田光 範

帽 的〕 最近， 本邦 でも 盛 んに行 われ るよう に なっ

て き て い る ベ ビー ス イ ミ ン グ の 実 状 に つ い て 調 査 を

行 っ た
．
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て， ラ グ ビ ー， 野 球 も 多 か っ た． ス ポ ー ツ 形 態 は 大 部

分カミ杜会 人ス ポー ツで 約３ 分の 五は 競技 指向の 上級 レ

ベ ル， 残 り が 純 粋 に 健 康 の た め と か， レ ジ ャ ー と し て

の ス ポ ー ツ 愛 好 家 で あ っ た
．

総 傷 病 は２０３部 位 で， 膝， 足 関 節 と い っ た 下 肢 カミ約

５遂％， 上 肢 が 約２６路 で ス ポ ー ツ 外 傷， 障 害 は 大 関 節 に

主 に 生 じ る と い う こ とカミ改 め て 認 識 さ れ 淀． 疾 患 別 で

は 捻挫， 靱 帯損 傷， 脱臼， 骨折 とい う整 形外 科領 域の

典 型 的 関 節 外 傷カ雪全 体 の６０％ で， ２０％ は ス 恭 一 ツ に 特

有 の 使 い 過 ぎ 症 候 群 で あ っ た
．

捻挫， 靱 帯損 傷の 中で は膝 の靱 帯損傷 や半月 損 傷と

い っ た 膝 内 障 の 範 嬢 に は い る 傷 病 （２１％） カミ多 く， 足

関節 の靱帯 損傷 （５ ％）， 肩脱 臼 （３％）， 腓腹筋 の筋

腱 挫 傷 で あ る テ ニ ス レ ッ グ （堪 ％）， シ ン ス プ リ ン ト

（逐％）な どス ポー ツ整形 外科 の教 科書 に記 載さ れて い

る 傷 病 は ＾ 応 網 羅 さ れ て い た． 当 ス ポ ー ツ 外 来 に 特 徴

的 な の は 変 性 疾 患カ 移 い こ とカミ挙 げ ら れ る（９ ％）
．

そ

の多く は 変形 性膝 関節 症で あり，申高 齢者 でも ゴルフ，

ダ ン ス， 水 泳 を 始 め ス ポ ー ツ 愛 好 家カミそ れ な り に い て，

か つ ス ポ ー ツ 障 害 に 悩 ん で い る と い う 実 態カミ反 映 さ れ

て い た
．

〔考察〕 ス ポー ツ医 学外 来と いう名 称 は非常 に漢 然

と し て い るカミ， 次 の よ う な イ メ ー ジ と 守 備 範 囲 を 持 っ

て い る と 考 え る．
一 つ は 治 療 目 標 を ス ポ ー ツ 復 帰 に 置

いた ス ポーツ 選手 特有 の内 科的疾 患， 外科 的外 傷の 治

療， ２ つ め は メ ディ カ ル チ ェ ッ ク を 通 し て 行 う そ れ ら

の 疾 患， 外 傷 の 予 防， ３ つ め は 循 環 器 疾 患 や リ ウ マ チ

な どの 関節疾 患 を有す る患 者の 治療 のため のス ポー ツ

の 応 用 で あ り， 筋 カ 訓 練 指 導 な ど も こ れ に あ た る． 当

外 来 で は リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 室 を 申 心 に し て こ れ に あ

た っ て い る． ４ つ め は 競 技 カ 向 上 を 目 指 し た 医 学 的 な

面 か ら の ア ド バ イ ス で あ る カミ， こ う し た 学 際 的 領 域 の

知 識 不 足， ス タ ッ フ 不 昆 を 痛 感 し て い る．

以 上 の う ち， 当 セ ン タ ー の ス ポ ー ツ 医 学 外 来カ§主 に

あ た っ て い る の は， 現 在， １ つ め の ス ポ ー ツ 特 有 の 疾

患， 外 傷の 治療 のう ちの 整形 外科 的分 野の診 療の みで

あ る． こ の よ う に ス ポ ー ツ 医 学 外 来 と は い い な が ら，

片 寄 っ た 形 で し か 運 営 さ れ て い な い が， 時 間 を か け て

今 後 も 充 実 を は か っ て い く 所 存 で あ る．

〔ま と め〕 当 セ ン タ ー の ス ポ ー ツ 医 学 外 来 は， 社 会

人 ス ポ ー ツ 選 手， 一 般 社 会 人 の リ ク レ ー シ ョ ナ ル ス

ポー ツ愛 好家 に対す る， 整形 外科 的疾 患の相 談， 治療

を 主 体 に 機 能 し て い る．

第６回スポーツ健康医学研究会

日 時 平 成 ６ 年 ７ 月 ２ 日 （土） １３：３０～

場 所 東 京女 子医 科犬 学 中央校 舎１Ｆ 会 議室

開会 の酵 会長 細田 瑳一 （循 環器 内科）

座長 池 田和 男 （整形 外科）

１． 杜会人 ラ グビー 選手 の筋カ 測 定結 果と 体重 との関 係に つい て

（膠 原 病 リ ウ マ チ 痛 風 セ ン タ ー リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 外 来） 山 ノ 内 聖 一 ・

市川 琢 美・ 小柴 理奈・ 丼上 和彦

２． 膝軟骨 損傷 診 断にお ける ＭＲＩ検査 の有 用性 と限 界

（１）青 山 病 院 整 形 外 科，
２〕膠 原 病 リ ウ マ チ 痛 風 セ ン タ ー，

３）青 山 病 院 放 射 線 科） 入 江 一 憲王）・ 丼 上 和 彦２〕・ 川 井 三 香１〕・

米 本 光 Ｊ）・ 石 井 重 雄１〕・ 山 田 隆 之３）

３． 筋 肉 損 傷 の Ｍ ＲＩ

（ｉ情 山 病 院 放 射 線 科，
２倣 射 線 科，

３情 山 病 院 整 形 外 科） 山 田 隆 之１）・ 原 澤 有 美２〕・ 入 江 一 憲３；

座畏 入江 一憲 （青 山病 院）

４． 新宿 区喘 息児 水泳 教室 参加 児の ピーク フロ ー値 の検 討

（小 児科） 平 野幸 子・ 江波戸 景 子・ 鈴木典 子・ 池谷 紀代 子・ 岩崎 栄作・ 大澤 真木 子
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５． 発 声 と 呼 吸 筋

（第一 内科） 山 口美沙 子・ 須藤 孝子 ・田 窪敏夫 ・ 吉野 克樹・ 金野 公郎

教育 講演 座 長 木全 心一 （青 山病 院）

「運動 中の 突然 死と 運動 負荷 試験」 東 京大 学保健 学 科助 教授 川 久保清

座長 浅 丼利 夫 （第二 病院 小蝿 科）

６． ス ポ ー ツ 時 に お け る 眼 外 傷

（限 科） 高 草木 宏之 ・増 澤法 一・木 全 奈都 子・小 暮美 津子

７． 水 泳 申 の 突 然 死 例 に つ い て

（第 二病 院小児 科） 浅丼 利夫 ・松 永 保 ・ 伊東 香・ 村田 光範

８． 加 速度 セ ンサー 内蔵 型心 電計 による 日常 生活 の運 動量 計測 の試 み

（青 山 病 院 循 環 器 内 科） 西 川 和 子 ・ 小 笠 原 定 雅 ・ 村 崎 かカ§り ・ 内 囲 ひ ろ ・

野 田 水 奈 子 ・ 水 野 弘 美 ・ 小 沢 典 行 ・ 鈴 木 磐 ・ 木 全 心 一

閉会 の辞 丼 上和 彦 （膠原 病リ ウマ チ痛風 セ ンター）

１． 社会 人ラ グ ビー選 手の 筋力測 定 結果と 体童 との

関係に つ いて

（膠 原 病 リ ウ マ チ 痛 風 セ ンタ ー リ ハ ビリ

テ ー シ 蟹 ン 外 来）

山 ノ 内 聖 一 ・ 市 川 琢 美 ・

小 柴理 奈・丼 上莉 彦

〔は じ め に〕 当 セ ン タ ー で は， ス ポ ー ツ 外 来 を 開 設

してい るカま， そ の一 環と して 等速 性筋カ 測定 機器 を用

い て， 選 手 個 々 の 筋 カ の 測 定 を 行 っ て き た． し か し，

そ の 評 価 方 法 に つ い て は， 漢 花， 定 ま っ た 方 法 崩 報 告

さ れ て い な い． 今 回 我 々 は， 社 会 人 ラ グ ビー 部 の 選 手

の筋カ 測定 結果 と， 個々 の体 重と の関 係を調 べる こと

により， 外傷と の関 係な どに ついて 若 干の知 見 を得た

の で 報 告 す る．

〔対 象お よ び方法〕 杜 会人 ラ グビー 部の男 子７２名に

対 し， 膝 関 節， 是 関 節， 体 幹， そ れ ぞ れ の 屈 曲 ・ 伸 展

に つ い て 筋 カ 測 定 を 行 っ た． 使 用 機 器 は， 酒 丼 医 療

ｃｙｂｅｘ２， お よ び ＬＯＲＥＤＡＮ 社 製 ＬＩＤＯ ＡＣＴ， ＬＩＤＯ

ＢＡＣＫ の 等 速 性 測 定 装 置 を 用 い た
．

そ の ほ か， イ ン

ピ ー ダ ン ス 法 に よ る 体 脂 肪 測 定 を 行 っ た．

〔結 果〕 測定 結果 を評 価す ると き， 最も 問題 になる

のカミ， 選手 聞の 体格 差を いか に測 定値 に反 映し て取り

入 れ る か と い う こ と で あ る． ラ グ ビ ー で 言 完 ぱ
，

ポ ジ

シ ョ ン に よ っ て そ の 差カ 瑚 確 と な り， 実 際 そ の 平 均 値

な ど を 見 て み る と 体 重 で３０ｋｇ 程 の 差 カミあ り， 測 定 し た

ト ル ク 値 も フ ォ ワ ー ド 陣 の ほ う 沸 高 い 値 を 示 し て い

る． 体 脂 肪 率 も フ ォ ワ ー ド で 高 い 値 を 示 し て い る． し

か し， 筋 カ の “強 さ” を 比 較 し よ う と す る と， 体 重 比

を考慮 し なけ れば 実際上 の評 価 にはな りにく い． 実測

値を 絶対 筋カ とし， 体重 比 を考慮 した 値を相 対 筋カ と

して表 すのカミよ い 批 単 に体 重で 除する だ はでは 体重

カミ軽 い ほ ど 優 位 に な っ て し 塞 う． 漢 た， 体 脂 肪 な ど 筋

カ と は関係 の薄 い要 素を省 いて 除脂 肪体 重 で割っ た値

で も， 体 重カ 湧 い， っ ま り 体 積 が 多 い こ と と 筋 カ は 比

例 せ ず， 断 面積 に比 例する こ とを 考慮す れ ぱ必ず しも

適 当 と は 言 え な い． そ こ で， 少 し 乱 暴 な 方 法 で は あ る

カ音， 除脂肪 体重 の３ 乗根の ２ 乗で 割った 値 を今回 は相

対 的 筋 カ と し て 比 較 し た．

その 結果， 膝 の じん帯 損傷 を起 こした 例 では膝 の伸

展 筋カミ他 の 部 位 に 比 べ て 劣 っ て い る のカ書わ か る
．

足 関

節 の じん帯 損傷 を起 こ し花 例 では 昆背屈 筋の 弱さカ唱

立 つ の が わ か っ た
．

こ れ だ け で は， けカミの 発 生 と 相 対

的 筋 カ の 関 係 を 結 び 付 げ る こ と は 難 し いカミ， 少 な く と

も どの 筋カミト レ ー ニ ン グ不 足 で あ る か は 明 確 に な る と

思 わ れ る．

ま た， 昨 シ ー ズ ン と 今 シ ー ズ ン の 外 傷 の 変 化 で は，

下 肢 に つ い て は 現 在 の と こ ろ 減 少 傾 向 に あ る
．

昨 隼，

測 定 後この 結果 を個 人別 に手 渡 しどこカミ弱 点であ るか

知 っ て も ら い， ま た， ト レ ー ナ ー に よ り， 弱 点 部 位 を

前 も っ て テ ー ピ ン グ 処 置 を し て 試 合 な ど に 臨 ん で㍉）る

こ と な ど が，あ る 程 度 は 貢 献 し て い る も の と 思 わ れ る．

〔まとめ〕 筋 カを 測定 する こと は単 にカ の目安 と し

て で は な く， 外 傷 の 予 防， ま だ リ ハ ビリ テ ー シ ョ ン に

おける 回復 目標 と しても， 絶 対筋 カだ けで 塗く相 対 的

な筋カ 評価 も必 要と 思わ れる 淋， 今回 の結 果を元 にさ

ら に 検 討 し て 行 き た い．

２． 膝軟 骨損 傷診 断 に おけ る ＭＲＩ 検査 の有 用 性 ど

限界

（青 山病院 整形 外科，
‡放射線 科）

入 江 ＾ 憲 ・ 丼 上 和 彦 ・ 川 井 三 香 ・
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を内 蔵した 軽 量の長 時 間心電 計カミ開発 され， 心 拍数 や

心 電図 変 化 と とも に 継 時 的 な運 動 量 の 測 定 が 可 能 に

な っ た． 今 回， わ れ わ れ は こ の 心 電 計 を 用 い て， 日 常

生活 の基 本的 な動作 で ある歩 行と 走行 時の運 動 量を 呼

気ガス 分 析か ら求め た値 と比 較検 討 し， こ の心 電計 の

臨 床 応 用 に つ い て 考 察 し た の で 報 告 す る．

〔対象 と方 法〕 健 康 な男性１３人 （平 均２８歳） を対 象

と して， 日本光 電社 製 加速度 セ ンサー 内蔵長 時 間心 電

計 （Ｃａｒｄ１ｏｍｅｍｏｒｙ， 重 量２王０ｇ） を， 加 速 度 検 出 方 向

が鉛 直方 向と なるよ う に被験 者の 腰に 装着 しだ． 安 静

時 測 定 の 後， 運 動 は 水 平 ト レ ッ ド ミ ル に よ る ３， ４，

５， ６ｋｍ の 歩 行 と ７， ８， ９ｋｍ の 走 行 を ３ 分 間 ご と の

多 段 階 負 荷 で 行 っ た． 同 時 に ミ ナ ト 医 科 学 社 製 ＡＥ－

２８０で 酸 素 摂 取 量 を 求 め，各 ス テ ー ジ ご と に 加 速 度 セ ン

サ ー の 出 カ と 比 較 し た
． 加 速 度 竜 ン サ ー の 出 カ は

Ｍｅｔｓ で表 現 し， 呼 気 ガス 分 析法 で は各 被験 者 の 安 静

時 酸 素 摂 取 量 を五Ｍｅｔｓ と し た．

〔結 果〕 Ｃａｒｄ１ｏｍｅｍｏｒｙ よ り 求 め た 歩 行， 走 行 時 の

心拍 数と 運動 量は， 速度カミ増 すに 従っ て段 階的 に増 加

し た
．

Ｃａｒｄ五〇ｍｅｍｏｒｙ と 呼 気 ガ ス 分 析 で 求 め た
．

３ ～９

ｋｍ の 歩 行 と 走 行 時 の 運 動 量 の 比 較 で は， Ｆ

Ｏ．９３７ （ｙ二１．３７ｘ－１．ｕ） の よ う に 良 い 相 関 が 得 ら れ

た
．

〔まと め〕 加速度 セ ンサー 内蔵 型長 時間 心電 計によ

り求 めた 運動 量は， 呼 気ガス 分析 がら 求めた 運 動量 と

良い 相関 が得 られ， 心拍 数や 心電 図変 化と とも に生 活

時間 あた りの 運動量 測定 に有 用な 方法 と考 乏ら れた
．

この 心電 計は 非観 血的 で軽量 という 利 点も あり肥 満，

糖尿 病， 高血 圧， などの 運動 療法 の指 標や， 心疾 患 の

リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン や 生 活 指 導 な ど に 応 用 で き る．

教 育講 演 運動 中の 突然死 と運 動負 荷試験

（東 京大学 医 学部保 健管 理学） 川 久 保清

突 然 死 は， 全 死 亡 例 の 約１０％ と さ れ， そ の 内 ス ポ ー

ツ 活 動 中 は 約 １ ％ と 報 告 さ れ て い る． 我 が 国 の 報 告 で

は， 社 会 体 育 施 設 に お い て は１，３００万 人 に 工 人， フ ィ ッ

ト ネ ス ク ラ ブ で は４８８万 人 に １ 人， 欧 米 で は５６万 ５ 千 時

間 に １ 人 の 頻 度 と さ れ， 頻 度 と し て は 低 い． し が し，

ス ポ ー ツ 活 動 は， 一 時 的 に， ま 花 相 対 的 に は 突 然 死 の

危 険 性 を 高 め る の で， そ の 予 防 を 考 え る 必 要 が あ る．

ス ポー ツ活 動中 の突 然死 は， 大 部 分心疾 患カミ原因 であ

り， 運 動 に よ る 交 感 神 経 活 動 の 充 進 が。 ト リ ガ ー と し

て 作用 し， 冠動 脈硬 化巣 の破裂 な どを通 じて 生 じるも

の と 考 え ら れ て い る．

運動 によ る突 然死 を予 防する に は， 事 前に 潜在 性の

心 疾 患 を 予 知 す る こ とカミ第 一 に 重 要 と 思 わ れ る． 潜 在

性 の冠 動脈 硬化 を発 見す るに は， 運 動負 荷心 電図 検査

カミ重 要 で あ るカミ， そ の 適 用 に は 間 題カミあ る． 外 見 上 健

康 人に 運動 負荷 試験 を行 った場 合 には， 運 動時 ＳＴ 下

降 が 数 ％ の 例 で 発 見 さ れ るカミ， そ の 申 に 占 め る 陽 性 検

査 適 中率が 低い（５０％ 以下）こ と， 冠 動脈 造影 まで 行っ

て 発見 され る冠 動脈 疾患 も予 後カ浪 好と 考 えられ る１

枝 疾 患 カミ多 い こ とカミ， 検 査 の 有 用 性 を 下 げ る 要 因 で あ

る． 検 査 陰陸者 か らの将 来の冠 動 脈疾患 発生 率は， 低

いカミ， 人 数 と し て は 検 査 陽 性 者 か ら の 発 生 数 よ り 多 い

こ と も 間 題 と な る． ま た， 水 申 運 動 で は 陸 上 運 動 か ら

は 予 測 し 難 い 循 環 器 反 応 を 生 じ る こ とカミあ る．

ス ポ ー ツ 活 動 に よ る 突 然 死 を 防 止 す る に は， ま ず 事

前 の チ ェ ッ ク か ら， ハ イ リ ス ク 者 を 抽 出 し， 運 動 負 荷

心 電 図検査 を行 うこ と， 突然 死発症 者に は約 半数 の例

で， 前 兆 が あ る と さ れ て い る の で， 前 兆カ§あ っ た 場 合

に は， 運 動 を 中 止 し て， 精 密 検 査 を 受 け る こ と， 突 然

死カミス ポー ツの 現場 で発 生 した 場 合に は， 心 肺蘇 生な

ど で す ぐ に 対 処 で き る よ う な 態 勢 作 りカミ重 要 と 思 わ れ

た． 何 よ り 塞 し て， 重 要 な こ と は， 運 動 の 行 い 方 で あ

り， 運 動 習 慣 を も っ て， 運 動 ス ト レ ス 耐 性 を 身 に つ は

る こ と， 運 動 の 強 度 を 申 等 度 以 下 の レ ベ ル に 保 つ こ と

で あ る
．

第７回スポーツ健康医学研究会

日 時

場 所

平 成 ７ 年 ６ 月１７日 （土） １３：３０～

東京 女子 医科 大学 臨床 講堂 ２

開 会の辞

座 長 入江 ＾憲 （青山 病院）

会長 細 田瑳一 （循 環器 内科）
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１． 慢性 心不 全にお ける 日常 生活 行動 のモ ニタ リン グ

（青 山病 院循環 器 内科） 小 笠原定 雅・ 内田 ひろ ・木 全心 一

２
．

拘 束 性 肺 疾 患 に お け る 運 動 時 ｄ耐ｙｒ就ｉｏ に 及 ぼ す 酸 素 吸 入 の 影 響

（第一 内科） 山 口美 沙子・ 須藤 孝 子・田 窪敏 夫・ 吉野 克樹 ・金 野公郎

３
． ヨー ガ呼 吸 （意 識的 腹式 呼吸） と 末梢循 環の 季節 変動

（衛 生学 公衆 衛生 学） 坂木佳 寿美

座長 池 田椥 男 （整形 外科）

４
． ス ノ ー ボ ー ド 外 傷 一 ス キ ー 外 傷 と の 比 較 一

（新 潟 町立ゆ き ぐに大和 総 合病院） 若 林敏 行・ 藤原 稔泰

（新 潟 県南魚 沼郡 医師 会） 菅 治男

５． １９９４～１９９５シ ー ズ ン の ス キ ー 診 療 所 の 外 傷 傾 向

（１〕青 山 病 院 整 形 外 科，
２〕膠 原 病 リ ウ マ チ 痛 風 セ ン タ ー，

３壁 形 外 科，
｛）第 二 病 院 整 形 外 科） 徳 永 建 路’〕・ 川 井 三 香２）・

入 江 一 憲１〕・ 丼 上 和 彦２）・ 池 田 和 男３三・ 千 葉 純 司４〕

教育 講演 座長 小 暮美 津子 （限 科）

「小 児の ス ポーツ と障 害に つレ）て」 第 二病 院小 児科助 教授 浅 井利 夫

座 長 富松 昌彦 （第 二病 院内 科ＩＩ）

６． 膝蓋 靱帯 を使用 した 膝 前十字 靱帯 再建 術に お ける膝 蓋靱 帯形 成の試 み

（１〕青 山 病 院 整 形 外 科，
２〕膠 原 病 リ ウ マ チ 痛 風 セ ン タ ー） 入 江 一 憲１〕・

川 井 三 香２〕・ 徳 永 建 路１〕・ 井 上 和 彦２，

τ 手術 施行 となっ たス ポー ツ外 傷症 例一 当科 にお ける この一 年問 の検 討一

（整形 外科） 池 田和男 ・三 枝恵 学・ 申塚 栄二 ・伊 藤達 雄

８． 人 工膝 関節 術後 急性 期に おけ る ＳＬＲ 容易 例と 難航 例の 比較

（１）青 山 病 院 リ ハ ビリ テ ー シ ョ ン 部，
２〕青 山 病 院 整 形 外 科，

３膠 病 原 リ ウ マ チ 痛 風 セ ン タ ー） 高 橋 あ ゆ みｉ）・ 岩 本 卓 水１〕・

入 江 ＾ 憲２〕・ 井 上 和 彦３）・ 米 本 光 ］２〕

閉会 の辞 井 上和 彦 （膠 原病 リウ マチ 痛風 セ ンター）

１
．

慢性 心不 全に おける 目 常生活 行動 のモ ニタ リ ン

グ

（青山 病院循 環器 内科）

小 笠 原 定 雅 ・ 内 田 ひ ろ ・ 木 全 心 一

（同臨床 検 査） 田 嶋明 彦

〔目 的〕 慢 性心 不全 の病 態は ポ ンプ機 能障 害に代 表

さ れる 心 臓の 収 縮 能 低下， 運 動 耐 容 能低 下 （ＱＯＬ 低

下）， さ まざ まな不 整脈 合併 であ る． 外来 通院の 慢性 心

不全 の増 悪因 子の １つ に， 日常 生活 での 過剰な 負荷 が

あ げ ら れ る． 今 回 わ れわ れ は， 慢 性 心 不 全 の 日 常 生 活

行動 の心 拍数 と運 動量の 測定 を行 い， 増悪 因子 の検 出

と 予 防 を 試 み た．

〔対 象〕ＮＹＨＡ ３度ま た は４度 の心 不全 の既 往カミあ

り， 現 在 は 内 科 的 治 療 に て ＮＹＨＡ ２ 度 に 安 定 し て い

る１２例 の 慢 性 心 不 全 （３５～６５歳， 拡 張 型 心 筋 症１０例，

渕日性 心筋 梗塞 ２例， 左 室駆 出率２３～４２％） を 対象 と

し て 選 択 した
．

方 法 は エ ル ゴ メ ー タ ー に よ る ラ ン プ 負

荷 で心 肺運 動負 荷試 験を 行い， その 当日 に加 速度セ ン

サ ー を 内 蔵 し た ホ ル タ ー 心 電 計（日 本 光 電 社 製， ＲＡＣ・

１１０２） を被 験者 の腰に 装着 し， 腰の 部分 の加 速度 を運

動 量と し て ＭＥＴＳ 相 当に 換算 し， ２遂時間 の 生活 行 動

にお ける 運動 量 と心拍 数を 測定 した
．

〔結果〕 心肺 運動 負荷試 験 では， 無酸 素閾 値 （ＡＴ）

の平 均心 拍数１王１／分， 酸 素摂 数量１２㎜１／分／ｋｇ， 最高 運

動 時の 平 均心 拍 数五４３／分， 酸 素 摂 取 量１９ｍ１／分／災ｇ で

あ っ た． ホ ル タ ー 心 電 図 に よ る １ 日 の 平 均 最 高 心 拍 数

は１３０／分， 平 均 総 運 動 量２６３ｋｃ創， 平 均 最 高 運 動 量４

ＭＥＴＳ で あ っ た
．

１ 日 の 最 高 心 拍 数 は１０例 で 歩 行 時，

２ 例 で は 麻 雀， パ チ ン ヲ と い う メ ン タ ル ス ト レス 時 に

記 録 さ れ た
． メ ン タ ル ス ト レ ス 時 に は 体 動 時 と 同 様 に

心室 性期 外収 縮の増 加や 連発 も 記録さ れた．
ＡＴ 値以

上 の 心拍数 の延 べ持 続時 間は 最高４８２分， 平 均２１８分 で
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学術情報

○招待講演

日時 平成 ７年 ６月 ５日 （月）

会 場 臨床 講堂 Ｉ

主 催 第二 内科

講 師 Ｂｅｍａｒｄ ＲｅｅｓＳｍｉｔｈ

Ｕｎｉｖｅｒｓｉｔｙ ｏｆ Ｗａｌｅｓ，
Ｃｏ１１ｅｇｅ ｏｆ Ｍ ｅｄｉｃｉｎｅ

Ｃａｒｄｉ駈
，

Ｕ
．

Ｋ
．

テ ー マ Ｔｈｙｒｏｉｄ Ａｕｔｏｉｍ ｍ ｍｉｔｙ １９９５

雑 報

○編集幹事会

日 時 平成 ７年 ６月 ５日 （月） 午後 ４ 時より

場 所 中央 校舎 １階 会議 室

議 題 東 京 女 子 医 科 大 学 雑 誌６５巻 ９ 号 査 読 結 果 審

議， そ の 他

○集会幹事会

日 時 平成 ７年 ６月２７日 （火） 午後 ４ 時より

場 所 申央 校舎 １階 会議室

議 題 評議 員会 につ いて， 吉 岡弥生 記念 講演 につ い

て， そ の 他

編集後記

本 学会 雑誌 の編 集に 参加 してか ら数 年カミ過 ぎ， そ の

間 幾 編 か の 論 文 を 読 ま ぜ て い た だ き ま し た． 論 文 の 優

劣 は 当 然 あ り ま すカ書， い ず れ の 論 文 に し て も， 投 稿 さ

れる まで には多 大 な時 間と 経費 が費や され てい るは ず

で す． そ の 投 稿 さ れ た 論 文 を 査 読 じ， コ メ ン ト を す る

作業 は論 文をさ ら に完成 度の 高い もの に仕 上 げる 努カ

に 他 な り ま せ ん． 雑 誌 に 掲 載 さ れ た 論 文 は， こ う し た

（おそ らく）多く の ヒトの 手 による 共同 作業 の結 果で あ

り， 公 に す る と い う こ と の 責 務 も こ う し た 手 順 を 経 花

後 に 全 う さ れ る こ と に な る の が と 思 い ま す．

今 回 は ８ つ の 原 著 と １ つ の 総 説カミ編 集 会 議 に が け ら

れ ま し た． 一 編 に つ き 複 数 の 査 読 者 に よ る コ メ ン トカミ

なさ れま した が， 論文 に対す る疑 問点 や改 良カ浬 ま れ

る 点 は， 査 読 者 の 間 で ほ と ん ど共 通 し て い た こ と は 印

象 的 で した． こ の こ と は， 必 ず し も 喜 門 分 野 で な く と

も科 学論文 と して 一定の 体裁カ灌 えら れて いる かと い

う点 に関 し， 査読 者に共 通の 認識 がある こ とを窺 わせ

ま す
．

時 に は， 査 読 者 か ら の コ メ ン ト を 読 ん だ 投 稿 者 は，

そ の 内 容 に 一 過 性 に 興 奮 す る か も し れ ま せ ん． し か し，

論 文 を よ り 質 の 高 い も の に す る た め の 助 言 と 理 解 し，

投 稿 者 は “鉄 の 心 臓” を も っ て 冷 静 に 対 応 し て い た だ

け れ ば 幸 い で す
．

本 誌 を さ ら に 内 容 の 充 実 し た 活 気 あ

る 学 会 誌 に す る た め に， 多 く の 方 か ら の 意 欲 的 な 論 文

の 投 稿 を 期 待 い た し ま す．

（１９９５
．

６
．
５
，

Ａ
．
Ｎ ）

一 ８００ 一



東京 女子 医科 大学 雑誌 投稿 規定 （平成 ５年 １月 改訂）

１． 投 稿 は 連 名 者 も 含 め 本 会 会 員 に 限 る
．

但 し， 準 会 員

の み で は 投 稿 で き な い．

２
．

投 稿 内 容 は 原 著， 総 説， 臨 床 報 告， 調 査 報 告， な ど

と す る． い ず れ も 未 発 表 の も の に 限 る．

３． 原 稿 の 採 否， 掲 載 順 は 編 集 委 員 会 に お い て 決 定 す

る． 受 理 し た 原 稿 は 原 則 と し て 返 却 し な い．

４． 総 説 は 原 則 と し て 編 集 委 員 会 の 依 頼 に よ る も の と

し， そ の 著 者 は 本 会 会 員 に 限 定 し な い．

５． 本 学 会 が 認 定 し た 分 科 会 で 発 表 さ れ た も の は，そ の

抄録 を本 誌に 無料 で掲載 する． こ のほ か編 集委員 会

が必 要と 認めた 学術 集会 の抄 録そ の他 に関 するも の

は 有 料 で 掲 載 す る こ と が で き る．

６． 依 頼 に よ り 年 ２ 回 ま で 臨 時 に 特 別 号 を 発 行 す る こ

と が で き る． 費 用 は 依 頼 者 の 全 額 負 担 と す る．

７． 掲載 料 は普通 紙 で和文 は刷 上り 原著４ 頁・臨床 報告

２ 頁 ま で無 料， 超 過 １ 頁 に つ き６，０００円， 英 文 は 刷 上

り ２ 頁 ま で 無 料， 超 過 １ 頁 に つ き８，０００円 と し， 依 頼

原 稿 は 全 頁 無 料 と す る．

８． 原 則 と し て 毎 月２ 咽 を ４ ヵ 月 先 の 号 の 締 切 と す る．

９． 別 刷 は 実 費 と し， ５０部 単 位 で 表 紙 に 明 記 す る． 依 頼

原 稿 は５０部 ま で 無 料 と す る．

１０． 校 正 は 初 ・ 再 校 と も 著 者 校 正 を 原 則 と す る． 大 幅

な 改 変 は 認 め な い．

１１． 原 稿 の 書 き 方

１） 原 稿 は 正 １ 部、 副 （コ ピ ー） １ 部 を 提 出 す る． 但

し 写 真 は 正 と 同 じ も の と す る．

２） 和 文 原 稿 は，Ａ４判 も しく は Ｂ５判，４００字 詰 め 原 稿

用 紙 に 横 書 き と し， ワ ー プ 日 の 場 合 は， ２０字２０行

を 原 則 と す る． 当 用 漢 字， 現 代 か な づ か い を 用 い

る
．

３） 英 文 原 稿 は ダ ブ ル ス ペ ー ス で タ イ プ す る
．

４） 表 紙 に は， 表 題， 所 属， 主 任 ま た は 指 導 者 氏 名 （原

著の 場合 はその 校閲 印が 必要）， 著 者氏名（フ リガ

ナ）， 英 文 表 題， ロ ー マ 字 著 者 名 （名・姓 の 順， 姓

は 大 文 字）， 英 文 所 属 を 書 く
．

５） 和 英 論 文 と も， 和 文 の 要 旨（表 題， 所 属， 著 者 氏

名， ８００字 以 内） を 添 麦 る．

６） 和文 原著 に は原則 として 英文 抄 録 （２００語以 内）

を 添 え る
．

英 文 論 文 お よ び 英 文 抄 録 は 蝸ｔｉｖｅ ｓｐｅａｋｅｒ の

校 閲 を 受 け， そ の サ イ ン を 必 要 と す る．

７） 論 文 の 構 成 は 原 則 と し て，緒 言， 対 象 お よ び 方 法，

結 果， 考 察， 結 論， 文 献， 図 表 （各 々 別 紙） と そ

の一 括 した 表 題・ 説明 （和文 論文 の場 合は 和文 と

す る）
， の 順 と す る

．

８） 図 ・ 写 真 は そ の ま ま 印 刷 でき る 明 瞭 な も の と し，

裏 面 に 番 号， 上 下 を 記 す．

カ ラ ー 写 真 ・ ア ー ト 紙 使 用 は そ の 旨 明 記 し， ト

レ ー ス を 要 す る 場 合 も と も に 実 費 を 徴 収 す る．

９） 度 量衡 の単位， 記 号は 国際 単位 系 （ＳＩ） を 原則 と

す る
．

１０） 専 門用 語は 学会 で統 一さ れたも の を用い， 略 語

は 初 出 時 に 正 式 用 語 ま た は ス ペ ル を 記 載 す る．

１１） 文 献 は引 刷噴に 本文 中に 肩付番 号 を付 し， 次 の

形 式 で 記 載 す る． 著 者 は ３ 名 ま で 記 載 し， 外 国 人

名 は姓名 の順 とする． 雑誌名 の 略記 は医学 申央 雑

誌 お よ び Ｉｎｄｅｘ Ｍ ｅｄｉ㎝ｓ に 従 う
．

１） 川 村 雅 枝， 童 本 六 男， 森 吉 百 合 子 ほ か ： ラ ッ ト

ＣｙＳｔｅａｍ１ｎｅ ＋ 二 指 腸 潰 瘍 の 発 生 機 序 に つ い

て
．

東 女 医 大 誌 ５６：６６８－６７６
．

１９８６

２） ⑭ 雌 ｍｂｙ ＧＦ
，

Ｒｏｎ心ｉｃ６ Ｃ Ａ
，

Ｂ泌ｒｍｓｔｅｉ江 ＳＨ ｅｔ

ａ１： Ａ ｃｔｉｖｅ ｓ㎜ ｏ ｋｉ烈ｇ ｄｅｐｒｅｓｓｅｓ ｐｒｏｓｔａｇ互ａｎ－

ｄｉ鵬 ｓｙｓｔｈｅｓｉｓｉれ ｈｕｍａｎ ｇａｓｔｒｉｃ ｍｕｃｏｓａ．
Ａ ｍ

Ｉｎｔｅｍ Ｍｅｄ １０４：６１６－６１９
．

１９８６

３） 斎 藤 慎 太 郎 ： 甲 状 腺 疾 患． ｐｐ１－１６， 永 井 書 店，

大阪 （１９８５）

４） 後藤 雄一 郎，後 藤由 夫編 ：動 脈硬 化症の 新 しい

診 断 と 治 療
． 医 薬 ジ ャ ー ナ ル 社， 大 阪 （１９８５）

５） 城所 良明 ：神 経筋接 合 の形成． 「筋発 生の細 胞

生物 学」（小 沢英 二郎， 嶋 田 裕， 真暗知 生編），

ｐｐ２５９－２８２， 学 会 出 版 セ ンタ ー， 東 京 （ユ９８３）

６） Ｓｗａｉｍａ㎜ ＫＥ， 企ｓｈｗａｌ Ｓ： ＭＥＰ 小 児 神 経 病

ケ ー ス ス タ ディ，４６例 の 研 修
．
（福 山 幸 夫 監 訳），

医学 書院， 東 京 （五９８０）

７） Ｋａｈｎ Ｃ Ｒ
，

Ｒｏ仇 Ｊ： Ｉ鵬 ｕｌｉｎ ｒｅｃｅｐｔｏｒｓ 喜ｎ

ｄｅｓｅａｓｅ ｓｔａｔｅｓ． 肋 Ｈ ｏｒ ｍ ｏｎｅ－Ｒ ｅｃｅｐｔｏｒ

Ｉｎｔｅｒａｃｔｉｏｎ （Ｌｅ Ｗ ＧＳ ｅｄ） ｐｐ ！－２９
，

Ｍａｒｃｅｌ

Ｄｅｋｋｅｒ，
Ｎｅｗ Ｙｏｒｋ （１９８１）

１２． 本 誌 の 投 稿， 編 集， 印 刷 に 関 す る 問 い 合 量 等 は，

す べ て 下 記 宛 て と す る．

東京女子医科大学学会編集会

〒！６２ 東 京 都 新 宿 区 河 田 町 ８－１

電 話 ０３－３３５３－８１１１ 内 線 ２２３１４

ＦＡＸ ０３－５２６９－７填０３
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